
第Ⅶ期計画　　　【定常観測】

電離層（情報通信研究機構）

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価結果： A 評価結果： A

　電離層は太陽－宇宙環境の変化、超高層大気の状態に
よって変化する。この領域は通過する電波の伝搬に強い影
響を及ぼし、超高層大気の変動を観測する重要な手段とも
なる。このため、国際電波科学連合（URSI）を中心に、電離
層の世界観測網を組織し、太陽－地球環境現象をモニ
ターして世界資料センターから公開されている。また、観測
データは国際電気通信連合無線通信部門（ITU-R*註1）の
電波伝搬に関する基礎資料となっている。国際宇宙天気
予報サービス（ISES）ではグローバルな宇宙－地球環境情
報を解析し、変動の予・警報を発令する基礎資料として国
際的な観測網を展開している。昭和基地における電離層
観測は昭和基地で実施されている地球物理的観測と合わ
せて宇宙－地球環境変動の研究に寄与するとともに、宇
宙天気予報推進の重要な基礎資料となる。第VII期計画で
は以下のように電離層観測を実施すると共に、宇宙天気予
報に必要な観測情報をリアルタイムに収集、公開し、利用
するための施設の整備を進める。また、観測機器の高信頼
化、ネットワーク化を推進し、観測隊員の負担を軽減する。
　①電離層の観測
　　 国際基準に基づく電離層電子密度プロファイル、電波
伝搬特性を観測し、宇宙天気予報に利用するほか、世界
資料センターに送付し、世界的利用に供する。長期間にわ
たる観測データの蓄積により、地球環境の長期変動解析
の基礎資料に資する。
　②宇宙天気予報に必要なデータ収集
　　 宇宙環境変動を示すオーロラ、地磁気、電離層電場等
の情報のリアルタイムデータ収集を実施し、宇宙天気予報
に提供する他、速報データとして公開し、世界的利用に供
する。
　③電離層の移動観測
　　 ITU-Rの勧告に基づき、電波伝搬に影響する電離層の
状態を航海中の船上で行い、広い距離範囲にわたる電波
伝搬の資料を収集してITU-Rに送付し、世界的利用に供す
る。
　　 *註1：電気通信分野における国際連合の専門機関で
ある国際電気通信連合（ITU: International
Telecommunication Union）の無線通信部門（ITU-
Radiocommunication Sector）で、無線通信に関する国際的
規則である無線通信規則（RR: Radio Regulations）の改
正、無線通信の技術・運用等の問題の研究、勧告の作成
及び周波数の割当て・登録等を行っている。

　極域特有のトラブルや、一部観
測装置の老朽化に伴う不具合・
故障に見舞われたものの、隊員
の努力によりデータ欠損を最小限
にとどめ、概ね安定して観測を実
施できた。
　観測データを国内にリアルタイ
ム伝送するためのシステムが安
定的に運用できるようになり、こ
のシステムを用いて、データは宇
宙天気予報等の利用や速報デー
タとしてWeb等を通じ、関連研究
者や一般に公開されている。
　ネットワークの安定運用により
国内からの観測管理や早期の障
害発見・対応が可能となった。観
測装置の更なる省力化・自動化を
推進し、より効率的・安定的な観
測システムの運用の実現を推進
していきたいと考えている。

①電離層の観測
　極域電離圏の電子密度の高度プロファイルを観測するため、15分毎の
イオノグラム取得を実施。従来型のパルス方式イオノゾンデは第Ⅶ期中
ほぼ安定して運用。一方、極域電離層の高度変化や波動現象等も観測
可能なパルスドチャープ方式（FMCW方式）電離層レーダの整備・開発を
継続して実施し、第Ⅷ期での定常運用に向けた準備を進めた。観測によ
り得られたイオノグラムは、電離層パラメータの読みとり・整理後、ITU-R
等の電離圏モデリングの資料に提供。
　この他、リオメータ吸収観測を第Ⅶ期中ほぼ安定して実施。観測データ
は、電離層垂直観測の補助データ等として利用。
　極域における電離層垂直観測データは昭和基地でのみ長期継続中。
近年では、電離層高度長期変動と地球温暖化との関連が指摘されるな
ど、電離層長期観測データの重要性が高まっている。
　また、50MHz、112MHzの2種類のレーダを用いて、オーロラ現象に伴う
極域の電離圏擾乱等を連続的に測定し、長期間の観測データを蓄積。
南極では唯一のオーロラレーダ観測であり、大型短波レーダと組み合わ
せた観測により、極域のＥ領域の擾乱とＦ領域の擾乱の総合的な観測が
可能。観測データは、電離圏擾乱の発生領域の時系列マップ等に処理
後、研究者に提供。また、リアルタイムデータは情報通信研究機構の宇
宙天気情報業務に提供。

②宇宙天気予報に必要なデータ収集
　宇宙天気予報に必要な極域観測データを国内にリアルタイム伝送する
ためのシステムを着実に運用した。リアルタイム伝送は、即時性が必要
な宇宙天気予報等に活用し、速報データとしてWeb等を通じて公開した。
また、リアルタイムに現地の状況が把握できることにより、国内からの観
測管理や早期の障害発見・復旧に大いに役立っている。

③電離層の移動観測
　長波標準電波の電界強度と位相の測定を48次隊より実施し、得られた
測定結果を用いて電界強度計算法の改定案をITU-Rに提案し、距離1万
6000kmまでの電界強度計算法として勧告が採択された。

　南極で唯一昭和基地が電離層観測を長期間継
続していることは国際的に大いに貢献している。
第Ⅶ期も問題なく安定的に観測を実施できたこと
は高く評価できる。
　特に第Ⅶ期のしらせ南極航路上での観測結果
から我が国の提案する電界強度計算法の精度が
検証され、ITU-Rの長波電界強度計算法の勧告
に採択されたことは、大きな成果と言える。
　極域観測データの情報発信については、ネット
ワークを介したリアルタイム伝送システムを安定
的に運用できていることは高く評価できる。
　自動化・効率化に関しては、将来的には完全無
人運用を期待したい。

　電離層に関する観測データは、中・長期的な地
球環境変動を推定するために有用であり、国際的
機関から高く評価されている。特に50年以上の蓄
積された電離層観測やオーロラレーダーの観測
データ等は、国際的な観測機関として提供してお
り、十分に成果を上げている。今後も、観測データ
の蓄積と電子化を図り、リアルタイムでの伝送や
省力化を推進すための体制の構築が期待され
る。

Ｓ：特に優れた実績・成果を上げている。
Ａ：計画通り、又は計画を上回った実績・成果を上げている。
   （達成度１００％）
Ｂ：計画を若干下回っているが、一定の実績・成果を上げている。
   （達成度７０～１００％）
Ｃ：計画を大幅に下回っており、改善が必要である。
   （達成度７０％未満）
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と
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1
0
年

ま
で

の
過

去
3
0
年

間
の

最
新

の
平

年
値

や
極

値
を

各
観

測
項

目
に

つ
い

て
作

成
し

た
。

こ
れ

ら
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

Ｗ
Ｍ

Ｏ
が

指
名

す
る

各
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

に
送

付
し

、
国

内
外

の
研

究
者

に
提

供
す

る
と

と
も

に
、

気
象

庁
Ｈ

Ｐ
等

に
を

通
じ

、
観

測
成

果
を

広
く

国
民

に
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
①

地
上

気
象

観
測

に
つ

い
て

は
、

計
画

通
り

の
観

測
が

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
、

各
国

の
気

象
機

関
へ

の
観

測
デ

ー
タ

の
通

報
に

つ
い

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
へ

の
移

行
に

よ
り

、
よ

り
安

定
し

た
提

供
が

可
能

と
な

っ
た

。

　
②

高
層

気
象

に
つ

い
て

は
、

計
画

通
り

の
観

測
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
、

発
信

器
の

位
置

を
把

握
す

る
方

式
を

Ｇ
Ｐ

Ｓ
方

式
に

移
行

し
た

こ
と

に
よ

り
、

風
向

風
速

の
精

度
が

向
上

し
た

ほ
か

、
作

業
の

軽
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
5
0
次

に
お

い
て

は
、

傭
船

に
よ

る
輸

送
量

の
制

限
が

あ
っ

た
た

め
、

観
測

に
必

要
な

ヘ
リ

ウ
ム

ガ
ス

（
3
0
0
0
立

米
）

を
事

前
の

4
9
次

で
輸

送
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

観
測

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
③

オ
ゾ

ン
観

測
に

つ
い

て
は

、
計

画
通

り
の

観
測

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
か

ら
、

南
極

の
上

空
は

オ
ゾ

ン
量

が
記

録
的

に
少

な
い

状
況

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
、

オ
ゾ

ン
ゾ

ン
デ

観
測

に
つ

い
て

は
、

観
測

セ
ン

サ
ー

を
国

際
的

に
使

用
さ

れ
て

い
る

方
式

に
変

更
し

、
精

度
面

で
の

向
上

を
図

っ
た

。
な

お
、

新
方

式
の

観
測

に
使

用
す

る
反

応
液

の
使

用
期

限
は

３
か

月
と

短
期

間
の

た
め

、
職

員
が

基
地

で
適

宜
、

反
応

液
を

調
合

す
る

こ
と

で
対

応
し

て
い

る
。

　
④

日
射

・
放

射
観

測
に

つ
い

て
は

、
計

画
通

り
の

観
測

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
計
画

し
た

気
象

観
測

は
、

全
て

計
画

通
り

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

期
中

に
お

い
て

、
高

層
気

象
観

測
及

び
オ

ゾ
ン

ゾ
ン

デ
観

測
の

ゾ
ン

デ
の

追
尾

方
法

の
Ｇ

Ｐ
Ｓ

方
式

へ
の

切
り

替
え

、
オ

ゾ
ン

ゾ
ン

デ
へ

の
新

方
式

の
セ

ン
サ

ー
導

入
を

実
施

し
、

作
業

の
効

率
化

と
精

度
の

向
上

を
図

っ
た

。
　

ま
た

、
気

候
の

指
標

と
な

る
最

新
の

平
年

値
や

極
値

を
作

成
し

た
。

　
地
球

温
暖

化
を

は
じ

め
と

し
た

気
候

変
動

の
監

視
や

南
極

オ
ゾ

ン
層

の
監

視
等

に
寄

与
す

る
た

め
、

得
ら

れ
た

観
測

デ
ー

タ
等

は
、

Ｗ
Ｍ

Ｏ
が

指
名

す
る

デ
ー
タ

セ
ン

タ
ー

を
通

じ
、

研
究

者
に

幅
広

く
提

供
す

る
と

と
も

に
、

国
民

の
地

球
環

境
等

へ
の

意
識

の
醸

成
の

た
め

、
気

象
庁

H
P
等

を
通

じ
て

観
測

成
果

の
提

供
を

行
っ

た
。

Ｓ
：
特
に
優
れ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

Ａ
：
計
画
通
り
、
又
は
計
画
を
上
回
っ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
１
０
０
％
）

Ｂ
：
計
画
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
一
定
の
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
～
１
０
０
％
）

Ｃ
：
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
％
未
満
）
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気
象

（
気

象
庁

）

計
　

　
画

実
　

 
績

・
成

　
 
果

自
己

点
検

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

意
見

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

　
⑤

気
水

圏
で

行
っ

て
い

る
エ

ー
ロ

ゾ
ル

ゾ
ン

デ
の

飛
揚

及
び

デ
ー

タ
取

得
に

協
力

し
、

計
画

通
り

の
観

測
を

実
施

す
る

事
が

で
き

た
。

　
⑥

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

周
辺

国
の

情
報

を
入

手
す

る
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
精

度
の

よ
い

天
気

解
析

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

さ
ら

に
、

昭
和

基
地

周
辺

の
航

空
施

設
を

利
用

す
る

航
空

機
に

向
け

て
、

基
地

周
辺

の
気

象
情

報
を

提
供

す
る

等
の

支
援

を
強

化
し

た
。

⑤
特

殊
ゾ

ン
デ
観
測

エ
ー

ロ
ゾ

ル
の
観
測
は
オ
ゾ

ン
層

破
壊

や
日

射
量

変
動

と
密

接
に
関

係
す

る
こ

と
か
ら
特
殊
ゾ
ン

デ
を

用
い

て
観

測
を

継
続

す
る

。

⑥
天

気
解

析
観

測
隊

の
野
外
活
動
の
多
様

化
、

航
空

路
の

拡
大

等
に

伴
い

、
気
象

情
報

の
重

要
性
が
更
に
増
加

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

に
対
応

し
天

気
解

析
を
継
続
す
る
と

と
も

に
、

昭
和

基
地

で
利

用
可

能
な
気

象
資

料
の

拡
充
を
図
る
。

第
Ⅶ

期
計

画
　

　
　

【
定

常
観

測
】
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第
Ⅶ

期
計

画
　

　
　

【
定

常
観

測
】

測
地

（
国
土
地
理
院
） 計

　
　

画
実

　
 
績

・
成

　
 
果

自
己

点
検

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

意
見

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

結
果

：
Ａ

評
価

結
果

：
Ａ

次
頁

に
続

く

　
近

年
、

衛
星

利
用

技
術

を
始

め
と

す
る

各
種

の
新

技
術

の
開

発
・

実
用

化
が

進
展

し
、

南
極

地
域

を
含

め
た

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

か
ら

の
測

地
観

測
及

び
地

理
情

報
整

備
が

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

測
地

基
準

系
に

つ
い

て
は

S
C
A
R
測

地
地

理
情

報
部

会
（

W
G
G
G
I
）

勧
告

に
基

づ
き

、
現

行
の

測
地

基
準

系
1
9
6
7
か

ら
国

際
基

準
系

（
I
T
R
F
）

に
改

訂
す

る
。

ま
た

、
国

際
G
N
S
S
事

業
（

I
G
S
）

に
参

加
し

、
G
P
S
連

続
観

測
を

実
施

す
る

な
ど

、
昭

和
基

地
に

お
け

る
観

測
等

を
通

じ
て

測
地

・
地

理
情

報
に

関
す

る
国

際
的

活
動

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

各
種

観
測

を
充

実
し

、
南

極
地

域
の

測
地

学
的

デ
ー

タ
及

び
地

理
情

報
の

整
備

を
進

め
る

。
特

に
、

本
年

か
ら

運
用

が
予

定
さ

れ
て

い
る

A
L
O
S
（

P
A
L
S
A
R
、

P
R
I
S
M
、

A
V
N
I
R
-
2
）

を
利

用
し

た
観

測
等

に
つ

い
て

は
、

そ
の

運
用

期
間

を
考

慮
し

て
、

第
Ⅶ

期
計

画
期

間
よ

り
着

手
し

重
点

的
に

取
り

組
む

も
の

と
す

る
。

①
測

地
測

量
　

国
際

基
準

系
へ

の
改

訂
を

目
的

に
G
P
S
観

測
を

行
う

と
と

も
に

、
地

殻
変

動
・

氷
床

変
動

の
検

出
を

目
的

と
し

た
干

渉
S
A
R
観

測
、

G
P
S
観

測
、

水
準

測
量

、
絶

対
重

力
測

量
を

実
施

す
る

。
②

人
工

衛
星

を
利

用
し

た
地

形
図

作
成

　
A
L
O
S
画

像
等

に
よ

り
、

D
E
M
抽

出
、

地
形

図
作

成
、

氷
縁

変
動

検
出

等
を

行
う

と
と

も
に

、
地

球
地

図
の

更
新

を
行

う
。

ま
た

、
航

空
機

搭
載

レ
ー

ザ
ス

キ
ャ

ナ
等

に
よ

る
詳

細
な

地
表

面
の

形
態

及
び

変
動

観
測

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

①
測

地
測

量
　

計
画

ど
お

り
の

実
績

・
成

果
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
得

ら
れ

た
成

果
は

、
国

立
極

地
研

究
所

及
び

南
極

観
測

関
係

機
関

等
を

含
め

、
広

く
一

般
に

公
開

さ
れ

て
い

る
。

②
人

工
衛

星
を

利
用

し
た

地
形

図
作

成
　

利
用

可
能

な
A
L
O
S
デ

ー
タ

の
取

得
時

期
が

遅
く

な
っ

た
こ

と
等

に
伴

い
Ⅷ

期
に

繰
り

越
さ

れ
た

一
部

の
観

測
を

除
き

、
概

ね
計

画
ど

お
り

の
実

績
・

成
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

得
ら

れ
た

成
果

は
、

国
立

極
地

研
究

所
及

び
南

極
観

測
関

係
機

関
等

を
含

め
、

広
く

一
般

に
公

開
さ

れ
て

い
る

。

　
測

地
測

量
に

つ
い

て
は

計
画

ど
お

り
の

成
果

が
得

ら
れ

た
。

　
特

に
ラ

ン
グ

ホ
ブ

デ
に

お
け

る
太

陽
光

発
電

と
キ

ャ
パ

シ
タ

を
利

用
し

た
２

４
時

間
無

人
の

G
P

S
連

続
観

測
に

よ
り

ポ
ス

ト
グ

レ
ー

シ
ャ

ル
リ

バ
ウ

ン
ド

を
検

出
で

き
た

こ
と

、
ま

た
、

国
際

的
に

非
常

に
精

度
の

高
い

絶
対

重
力

測
量

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
、

ポ
ス

ト
グ

レ
ー

シ
ャ

ル
リ

バ
ウ

ン
ド

の
速

度
が

算
出

で
き

た
こ

と
は

、
大

き
な

成
果

と
し

て
評

価
で

き
る

。
　

人
工

衛
星

を
利

用
し

た
地

形
図

作
成

に
つ

い
て

は
、

一
部

計
画

は
繰

り
越

さ
れ

た
が

、
こ

れ
は

陸
域

観
測

技
術

衛
星

（
A

L
O

S
）
の

打
ち

上
げ

延
期

に
よ

る
も

の
で

、
評

価
結

果
に

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
は

な
い

。

　
昭

和
基

地
に

お
け

る
基

準
点

観
測

、
G

P
S
連

続
観

測
、

重
力

測
量

な
ど

は
国

際
的

な
枠

組
み

に
基

づ
い

て
計

測
さ

れ
、

そ
の

成
果

は
国

内
外

の
研

究
機

関
か

ら
高

く
評

価
さ

れ
、

計
画

を
上

回
っ

た
実

績
と

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
特

に
重

力
測

量
は

5
0
年

以
上

継
続

し
て

お
り

、
国

際
的

に
重

力
変

化
の

観
測

機
関

と
し

て
寄

与
し

て
い

る
。

ま
た

、
人

工
衛

星
を

利
用

し
た

地
形

地
図

作
製

に
勢

力
的

に
取

り
組

む
な

ど
、

更
な

る
成

果
が

期
待

で
き

る
。

　
計

画
通

り
に

ほ
ぼ

実
施

で
き

、
得

ら
れ

た
成

果
を

広
く

一
般

に
公

開
し

て
い

る
点

で
高

く
評

価
で

き
る

。
一

部
次

期
に

繰
り

越
し

た
観

測
に

つ
い

て
も

期
待

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

。

①
測

地
測

量
【

昭
和

基
地

で
の

G
P
S
連

続
観

測
】

国
際

G
N
S
S
事

業
（

I
G
S
）

の
R
e
f
e
r
e
n
c
e
 
F
r
a
m
e

点
と

し
て

、
2
4
時

間
連

続
観

測
を

実
施

し
た

。
2
0
0
8
年

に
、

3
0
秒

観
測

デ
ー

タ
に

加
え

て
1
秒

観
測

デ
ー

タ
の

取
得

が
開

始
さ

れ
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ま

で
1
日

毎
の

み
で

あ
っ

た
I
G
S
へ

の
デ

ー
タ

提
供

間
隔

に
1
時

間
毎

が
追

加
さ

れ
た

。
I
G
S
へ

提
供

さ
れ

た
デ

ー
タ

は
、

G
N
S
S
の

精
密

軌
道

情
報

の
解

析
や

国
際

地
球

基
準

座
標

系
の

算
出

に
利

用
さ

れ
た

。

【
ラ

ン
グ

ホ
ブ

デ
で

の
G
P
S
固

定
観

測
】

自
立

型
（

無
人

）
の

G
P
S
固

定
観

測
装

置
に

よ
る

2
4
時

間
連

続
観

測
を

実
施

し
た

。
得

ら
れ

た
観

測
デ

ー
タ

は
、

ポ
ス

ト
グ

レ
ー

シ
ャ

ル
リ

バ
ウ

ン
ド

の
検

出
に

利
用

さ
れ

た
。

【
基

準
点

測
量

】
基

準
点

4
6
点

に
つ

い
て

、
測

地
基

準
系

1
9
6
7
に

基
づ

く
従

来
の

成
果

を
国

際
地

球
基

準
座

標
系

に
基

づ
く

成
果

（
座

標
値

）
に

改
定

し
た

。

【
重

力
測

量
】

昭
和

基
地

の
観

測
点

に
お

い
て

、
国

際
絶

対
重

力
基

準
網

（
I
A
G
B
N
）

の
A
点

に
選

定
さ

れ
て

か
ら

5
回

目
の

絶
対

重
力

測
量

を
実

施
し

、
I
A
G
B
N

が
定

め
る

以
上

の
精

度
で

成
果

を
得

た
。

得
ら

れ
た

成
果

か
ら

ポ
ス

ト
グ

レ
ー

シ
ャ

ル
リ

バ
ウ

ン
ド

の
速

度
が

算
出

さ
れ

、
こ

の
速

度
は

地
形

学
デ

ー
タ

か
ら

推
定

さ
れ

て
い

る
隆

起
速

度
と

調
和

的
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
露

岩
域

の
基

準
点

4
1
点

に
お

い
て

相
対

重
力

測
量

を
実

施
し

た
。

【
干

渉
S
A
R
観

測
】

氷
床

変
動

を
面

的
に

検
出

す
る

た
め

、
陸

域
観

測
技

術
衛

星
（

A
L
O
S
）

の
P
A
L
S
A
R
デ

ー
タ

に
よ

る
解

析
を

実
施

し
た

。
解

析
結

果
は

、
S
1
6
周

辺
の

氷
床

上
の

観
測

点
に

お
け

る
G
P
S
観

測
の

結
果

（
年

間
移

動
量

:
西

北
西

5
m
）

と
ほ

ぼ
一

致
し

て
い

た
。

【
水

準
測

量
】

昭
和

基
地

の
多

目
的

ア
ン

テ
ナ

に
お

け
る

コ
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

結
合

）
観

測
の

た
め

、
既

存
の

水
準

点
2
点

と
の

間
で

取
付

観
測

を
実

施
し

た
。

②
人

工
衛

星
を

利
用

し
た

地
形

図
作

成
【

D
E
M
（

デ
ジ

タ
ル

標
高

モ
デ

ル
）

抽
出

】
整

備
可

能
な

標
高

デ
ー

タ
の

品
質

等
に

つ
い

て
検

証
を

行
っ

た
後

に
整

備
を

開
始

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

A
L
O
S
の

打
ち

上
げ

延
期

に
伴

い
利

用
可

能
な

デ
ー

タ
の

取
得

時
期

が
遅

く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
Ⅶ

期
で

は
検

証
ま

で
を

実
施

し
た

。

【
地

形
図

作
成

】
2
.
5
万

分
1
地

形
図

全
7
2
面

及
び

5
万

分
1
地

形
図

2
1
面

の
計

9
3
面

に
つ

い
て

、
測

地
基

準
系

1
9
6
7
か

ら
国

際
地

球
基

準
座

標
系

へ
変

換
す

る
と

と
も

に
、

A
L
O
S
画

像
等

を
利

用
し

て
地

形
図

デ
ー

タ
の

修
正

を
行

っ
た

。
ま

た
、

2
.
5
千

分
1
地

形
図

4
面

の
ベ

ク
ト

ル
デ

ー
タ

を
作

成
し

た
。

Ｓ
：
特
に
優
れ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

Ａ
：
計
画
通
り
、
又
は
計
画
を
上
回
っ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
１
０
０
％
）

Ｂ
：
計
画
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
一
定
の
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
～
１
０
０
％
）

Ｃ
：
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
％
未
満
）
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